
ALGERIA

5月21日、マグニチュード6.7の地
じ

震
しん

がアル

ジェリア北
ほく

部
ぶ

を襲
おそ

いました。震
しん

源
げん

は、首
しゅ

都
と

アル

ジェの東
ひがし

80kmの地
ち

点
てん

で、首都をはじめ広
ひろ

い範
はん

囲
い

で大きな被
ひ

害
がい

が出ています。

これまでに3000人
にん

近い人びとが亡
な

くなり、

8000人以
い

上
じょう

がけがをしました。ひどいところで

は街
まち

の80％が破
は

壊
かい

されてしまったところもありま

す。病
びょう

院
いん

も使
つか

えなくなり、病
びょう

気
き

やけがの治
ち

療
りょう

、保
ほ

健
けん

サービスの提
てい

供
きょう

ができなくなっています。また、

水
みず

や衛
えい

生
せい

施
し

設
せつ

もこわれてしまったことから、水
みず

不
ぶ

足
そく

や、衛
えい

生
せい

環
かん

境
きょう

の悪
あっ

化
か

による子どもたちへの病
びょう

気
き

の広
ひろ

がりが問
もん

題
だい

になっています。また、多くの子

どもたちが、地
じ

震
しん

の恐
おそ

ろしい体
たい

験
けん

によって、心に

傷
きず

を負
お

い、心のケアが求
もと

められています。しかし、

地
じ

震
しん

の後
あと

、多くの学
がっ

校
こう

が休
きゅう

校
こう

となっています。

ユニセフは災
さい

害
がい

の直
ちょく

後
ご

から、政
せい

府
ふ

やNGOと協
きょう

力
りょく

して、緊
きん

急
きゅう

支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

をはじめました。5月26

日現
げん

在
ざい

、緊
きん

急
きゅう

保
ほ

健
けん

キットや病
びょう

院
いん

用
よう

のテント、安
あん

全
ぜん

な出
しゅっ

産
さん

用
よう

のキット、2500人の子どもと1000

人の赤ちゃん用
よう

の毛
もう

布
ふ

、7000リットルのミルク、

おむつ7000箱
ばこ

などが、すでに現
げん

地
ち

に届けられて

います。
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も

く

じ

戦
せん

争
そう

からの復
ふっ

興
こう

にとりくんでいるアフガニ

スタンで、5月20日、カルザイ大
だい

統
とう

領
りょう

がこ

の日を「子どものための連
れん

帯
たい

の日」に定
さだ

めま

した。「子どものための連帯の日」は、これま

での予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

や教
きょう

育
いく

など子どもの権
けん

利
り

を守
まも

る

ためのさまざまな活
かつ

動
どう

を記
き

念
ねん

し、また、さら

に国
くに

中
じゅう

が協
きょう

力
りょく

して子どもたちのための活
かつ

動
どう

を

すすめていくことをめざしています。

学
がっ

校
こう

の子どもたちもこの日
ひ

を祝
いわ

いました。昨
さく

年
ねん

から続
つづ

いている「バック・トゥ・スクール

（学校にもどろう）」キャンペーンによって、今
こ

年
とし

は420万
まん

人
にん

の子どもたちが小
しょう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

う

ことができるようになるとユニセフは考
かんが

えてい

ます。とくに今
こ

年
とし

は、女の子たちが学校に通
かよ

えるようにすることが課
か

題
だい

です。

また、5月20～22日にかけて、

2003年になって2回目の「全
ぜん

国
こく

予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

デー」がおこなわれ、600万

人の子どもたちがポリオの予防接種を

受
う

けました。1999年には150件
けん

の

ポリオ感
かん

染
せん

が報
ほう

告
こく

されていましたが、

昨
さく

年
ねん

、その数は10件
けん

まで減
へ

りました。

また、１軒
けん

１軒をまわって１歳
さい

未
み

満
まん

の

子どもたちすべての情
じょう

報
ほう

を集
あつ

め、出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

する作業もはじめておこなわれま

した。

インドネシア、スマトラ島
とう

の北
ほく

部
ぶ

にあるアチェ州
しゅう

では、インドネシアからの独
どく

立
りつ

を求
もと

めて、武
ぶ

装
そう

組
そ

織
しき

自
じ

由
ゆう

アチェ運
うん

動
どう

がインドネシア政
せい

府
ふ

としばしば

対立してきました。今
こ

年
とし

の5月に入って、この対
たい

立
りつ

が激
はげ

しくなり、インドネシア軍
ぐん

との紛
ふん

争
そう

に発
はっ

展
てん

しています。この中で、自
じ

由
ゆう

アチェ運
うん

動
どう

は、この

地
ち

域
いき

の学
がっ

校
こう

を焼
や

き払
はら

い、300近くの学
がっ

校
こう

が焼
や

か

れたり、破
は

壊
かい

されたりしました。430万
まん

人
にん

の人
じん

口
こう

のこの州
しゅう

で、2万3000人の子どもたちが家
いえ

を追
お

われています。ユニセフやインドネシア政
せい

府
ふ

は、

3ヶ月
げつ

以
い

内
ない

に30万人の人びとが避
ひ

難
なん

民
みん

となって

しまうかもしれないと予
よ

測
そく

しており、およそ6万

人の子どもたちがこの紛
ふん

争
そう

によって影
えい

響
きょう

を受
う

けて

います。

5月23

日の時
じ

点
てん

で、ユニセフは、1万5000人の子どもたちに学
がっ

校
こう

セットを300個、緊
きん

急
きゅう

の学
がっ

校
こう

用
よう

テントを50

張
は

り、そのほかに、緊
きん

急
きゅう

保
ほ

健
けん

キットや衛
えい

生
せい

キット

などを届
とど

けています。

こうした緊
きん

急
きゅう

支
し

援
えん

を進
すす

めると同
どう

時
じ

に、何
なに

よりも

平
へい

和
わ

を築
きず

くことが第
だい

一
いち

とうったえています。そし

て、戦
せん

争
そう

で被
ひ

害
がい

を受
う

けた子どもたちが、ワーク

ショップに参
さん

加
か

できるようにしたりして、子ども

や子どもの権
けん

利
り

を守
まも

るしくみを地
ち

域
いき

につくる活
かつ

動
どう

などが計画されています。
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12歳になったザハラの髪
かみ

はま

だ短いままです。アフガニスタ

ンの北
ほく

東
とう

部
ぶ

、バグラン県
けん

プリク

ムリの町
まち

のビビ・アイシャ・シディ

カ女
じょ

学
がっ

校
こう

の８年
ねん

生
せい

になったザハラには、こ

れまで秘
ひ

密
みつ

がありました。

去
きょ

年
ねん

、戦
せん

争
そう

によってアフガニスタンを支
し

配
はい

していたタリ

バン政
せい

権
けん

がなくなるまで、女の子は学
がっ

校
こう

に行
い

くことが禁
きん

止
し

されていました。でも、ザハラはどうしても学校に行
い

きた

かったのです。そして、ひとつのアイディアが浮
う

かびまし

た。「そうだ、男
おとこ

の子になって学校に行けばいい！」

この考
かんが

えをお父
とう

さんに話
はな

すと、お父さんは「うーん」と

考
かんが

えこんでしまいました。と

ても危
き

険
けん

なことだとわかってい

たからです。お母
かあ

さんは「そ

んなことはできないわ」と、心
しん

配
ぱい

しました。でも、最
さい

後
ご

にお

父さんは、「本当に行きたいん

だね。ならば、行ってみなさ

い」と言
い

ってくれたのです。

髪
かみ

を切
き

って、男の子の服
ふく

を

着
き

て、名前もザイヌディンと

男の子の名前に変え、ザハラ

は学校に通
かよ

い始
はじ

めました。友だちにも先生にも秘
ひ

密
みつ

です。

じつは、校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

だけは、ザハラが女の子だと知っていま

した。でも、何
なに

も言
い

わず、ザハラが学校に通
かよ

うことをゆる

してくれたのです。

お昼には礼
れい

拝
はい

をします。礼拝の前には上
うわ

着
ぎ

を脱
ぬ

いで体
からだ

を清
きよ

めます。「もし女の子だとばれてしまったらどうしよう。

すごく心配で、こわかった」とザハラは話します。

それから4年、戦
せん

争
そう

がおわり、去
きょ

年
ねん

からは女の子も男の

子も学校に通えるようになりました。だんだんと子どもた

ちが学校にもどり、ザハラの暮
く

らすバグラン県にも女
じょ

学
がっ

校
こう

ができました。

ザハラはもう男の子でいなくてもよくなり、この春から

女学校に通いはじめました。新
あたら

しく通
かよ

う女学校の校長先

生は、ザハラを女の子と知りな

がら見
み

のがしてくれたあの校長先

生です。

ザハラはうれしそうに話します。

「将
しょう

来
らい

は、アフガニスタンで最
さい

初
しょ

の

女
じょ

性
せい

のパイロットになりたいの」

ザハラの秘
ひ

密
みつ

は、今ではみんな

の笑
わら

い話
ばなし

になりました。

（ユニセフ・アフガニスタン、

クンドゥス事務所 教育担当官

篭
かご

嶋
しま

真
ま

理
り

子
こ

さんのお話より）

S
TO

RY
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アフガニスタン

「子どものための連
れん

帯
たい

の日」

©UNICEF
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アルジェリア

地
じ

震
しん

の被
ひ

害
がい

が広がる

紛争で学校が燃やされる！
インドネシア・アチェ州

しゅう

紛
ふん

争
そう

で学
がっ

校
こう

が燃
も

やされる！

燃やされた学校　©AFP

「子どものための連帯の日」を祝う学校の子どもたち
アフガニスタン北東部のバグラン県で
©UNICEF Afghanistan/Kagoshima

右から、ザハラのお母さん、お父さん、ザハラ、
校長先生、お姉さん
©UNICEF Afghanistan/Kagoshima
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せん　　　　　　そう�

い　　　　 けん�

ユニセフ 子どもネットニュース

2003年3月20日（日
に

本
ほん

時
じ

間
かん

）にイラクではじまった戦
せん

争
そう

は、アメリカのブッシュ大
だい

統
とう

領
りょう

が、5月1日に戦
せん

闘
とう

が終
しゅう

結
けつ

し

たことを発
はっ

表
ぴょう

したことで終
お

わりを告
つ

げました。独
どく

裁
さい

者
しゃ

だった

サダム・フセインの政
せい

権
けん

はたおされましたが、イラク国
こく

内
ない

は、

戦
せん

闘
とう

でさまざまな施
し

設
せつ

が破
は

壊
かい

されただけでなく、ひどい

略
りゃく

奪
だつ

などがおこって治
ち

安
あん

が悪
わる

くなり、子どもたちにも大
たい

変
へん

厳
きび

しい状
じょう

況
きょう

がつづいています。

いま�

かつ どう�
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戦
せん

争
そう

がはじまる前
まえ

から食
しょく

糧
りょう

の配
はい

給
きゅう

にたよっていた人びとは、戦
せん

争
そう

や治
ち

安
あん

が悪
わる

くなったために十
じゅう

分
ぶん

な

食
しょく

糧
りょう

が手
て

に入
はい

らなくなりました。

そのために、子どもの栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

が

急
きゅう

速
そく

に進
すす

んでいます。ユニセフが

首
しゅ

都
と

のバグダッドで緊
きん

急
きゅう

におこ

なった調
ちょう

査
さ

によると、急
きゅう

性
せい

の栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

になっている子どもの割
わり

合
あい

は、

昨
さく

年
ねん

の2倍
ばい

近
ちか

くになっていることがわかりました。

とくに南
なん

部
ぶ

では水
みず

の問
もん

題
だい

が深
しん

刻
こく

になっています。水
すい

道
どう

局
きょく

も略
りゃく

奪
だつ

され、水を送
おく

り出
だ

すのに必
ひつ

要
よう

な電
でん

力
りょく

を生
う

み出
だ

す発
はつ

電
でん

器
き

や水の浄
じょう

化
か

剤
ざい

などもうばわれてしまい

ました。水
すい

道
どう

管
かん

の途
と

中
ちゅう

に穴
あな

をあけ、水を盗
ぬす

む

人
ひと

もいます。そのため、南
なん

部
ぶ

の都
と

市
し

部
ぶ

では、

水
すい

道
どう

から安
あん

全
ぜん

な水が手
て

に入
はい

らなくなり、子ど

もたちのげりが急
きゅう

激
げき

に増
ふ

え、脱
だっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

で亡
な

く

なっている子
こ

どももいます。また、コレラなどの病
びょう

気
き

の広
ひろ

まりが心
しん

配
ぱい

されています。

病
びょう

院
いん

も略
りゃく

奪
だつ

されました。だんだん、支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

が届
とど

くようになってきましたが、まだ基
き

本
ほん

的
てき

な医
い

薬
やく

品
ひん

も

不
ふ

足
そく

しています。治
ち

安
あん

が悪
わる

いために、多
おお

く

のお医
い

者
しゃ

さんは避
ひ

難
なん

していて仕
し

事
ごと

にもどれ

ず、少
しょう

人
にん

数
ずう

のお医
い

者
しゃ

さんが何
なん

十
じゅう

人
にん

もの患
かん

者
じゃ

をみなければなりません。

また、不
ふ

発
はつ

弾
だん

などが多
おお

く残
のこ

っていて、子

どもをおびやかしています。水くみやたき

ぎひろいをしている間
あいだ

や、遊
あそ

んでいる間
あいだ

に

こうした不発弾でけがをしたり、命
いのち

を失
うしな

う

子どももいます。

ムンゼールは、イラク南
なん

部
ぶ

の町
まち

バスラにある男の子の孤
こ

児
じ

院
いん

で、友だちから少しはなれたところに立っていました。ちょ

うど1時
じ

間
かん

前
まえ

にユニセフのレクリエーションキットが届
とど

き、友

だちは、新
あたら

しいサッカーボールをけりあって遊
あそ

んでいます。ム

ンゼールはようやくここに帰ってくることができたのです。

この数
すう

週
しゅう

間
かん

に、14歳
さい

の少
しょう

年
ねん

ムンゼールの身
み

の上
うえ

に起
お

こった

できごとはあまりにも過
か

酷
こく

でした。

イラクで孤児院などの施
し

設
せつ

でくらす子どもたちの状
じょう

況
きょう

は、イ

ラク戦争がはじまる前
まえ

もひどいものでした。今は、国からの

わずかな支
し

援
えん

さえ受
う

けられなくなり、食
しょく

事
じ

も近
ちか

くの宗
しゅう

教
きょう

グ

ループが提
てい

供
きょう

してくれる給
きゅう

食
しょく

にたよっているありさまです。さ

らに悪
わる

いことに、略
りゃく

奪
だつ

者
しゃ

たちが、こうした施設まで標
ひょう

的
てき

にし

たのです。銃
じゅう

や爆
ばく

弾
だん

をもった人たちがやってきて、29人の男

の子たちの目の前で、施
し

設
せつ

にあるすべてのものを―扇
せん

風
ぷう

機
き

や

家
か

具
ぐ

、電
でん

気
き

の配
はい

線
せん

やヒューズまで―うばい去
さ

りました。

ユニセフは、孤児院の修
しゅう

復
ふく

のために活
かつ

動
どう

しています。でも、

建
たて

物
もの

は修
しゅう

理
り

できても、大きな恐
きょう

怖
ふ

と不
ふ

安
あん

におそわれた子

どもたちの心
こころ

は、すぐにはなおりません。そんな子ども

たちのもとに、今日ユニセフからの支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

が届
とど

いたの

です。

ムンゼールがこの孤
こ

児
じ

院
いん

にやってきたのは1歳
さい

のとき。お母
かあ

さんは、お父
とう

さんに暴
ぼう

力
りょく

をふるわれることを苦
く

にして自
じ

殺
さつ

し、

そのすぐ後
あと

、今度はお父さんが、犯
はん

罪
ざい

をおかして終
しゅう

身
しん

刑
けい

にな

りました。戦争がはじまる直
ちょく

前
ぜん

に、サダム・フセインは犯
はん

罪
ざい

者
しゃ

すべてを釈
しゃく

放
ほう

しました。ムンゼールは、釈放されたお父さ

んとくらすために、いったん孤児院を出
で

ました。しかし、い

い時
とき

はほんの数
すう

日
じつ

もつづかず、結
けっ

局
きょく

、ムンゼールはお父さん

に捨
す

てられ、ひとりで街
まち

にいるところを保
ほ

護
ご

されて、この孤

児院にもどってきたのです。

それからというもの、ムンゼールのようすが変
か

わりました。

ひどく怒
おこ

りっぽくなり、孤児院の戸
と

棚
だな

からものを盗
ぬす

んだりす

るようになりました。そして、あるとき、事
じ

件
けん

が起
お

こりまし

た。ムンゼールとけんかになった男の子の腕
うで

が折
お

れてしまった

のです。

業
ごう

を煮
に

やした孤
こ

児
じ

院
いん

長
ちょう

は、ムンゼールを孤児院から出
だ

す、

と決めました。ムンゼールはまた街にもどるしかありませんで

した。

翌
よく

日
じつ

、ユニセフ・イラク事
じ

務
む

所
しょ

の子どもの保
ほ

護
ご

担
たん

当
とう

官
かん

ガッサンは、ムンゼールがこっそりと孤児院をのぞいているの

を見つけました。

「あれは、わざとやったわけじゃないんだ。孤
こ

児
じ

院
いん

にかえりた

い…」ムンゼールは悲しそうに話しました。

孤児院の仲
なか

間
ま

たちが集まる中で、ムンゼールは、「昨日
き の う

の夜
よる

はごみ捨
す

て場
ば

ですごしたんだ。ここにもどってきたいんだ」と

話しました。そして、孤児院長や仲間たちが話し合い、ムン

ゼールは帰
かえ

ってきてもいいことになったのです。

長
なが

い1日の終
お

わりに、男の子たちは、レクリエーションキッ

トの中に入っていた、赤
あか

と黄
き

色
いろ

のゼッケンを取
と

り出
だ

して、そ

れぞれのサッカーチームの名
な

前
まえ

を決めはじめました。

「赤はマンチェスター・ユナイテッドの色
いろ

だろ」とひとりの男

の子が言います。「ちがうよ」ほか

の子が声をあげました。「レア

ル・マドリッドだよ」笑
わら

い声
ごえ

がひびきます。いつのまにか

みんなの輪
わ

の中
なか

に入ったムン

ゼールの顔
かお

にも明
あか

るい笑
え

顔
がお

が

もどってきていました。

戦
せん

争
そう

がはじまる前
まえ

、ユニセフは「平
へい

和
わ

こそユニセフの願
ねが

い」として、戦争をさけるようにうったえ

つづけてきました。しかし、現
げん

実
じつ

には戦争の危
き

機
き

が高
たか

まっていたため、今年はじめ、予
よ

定
てい

を前
まえ

だおし

にして、子どもたちへの大
だい

規
き

模
ぼ

な予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

キャンペーンをおこないました。いったん戦争がはじまっ

てしまえば、予防接種をするのはむずかしくなり、戦争の中で、はしかなどの病
びょう

気
き

が広
ひろ

まって子ども

たちの命
いのち

をうばう危
き

険
けん

があったからです。また、医
い

薬
やく

品
ひん

や子どもたちの食
しょく

糧
りょう

（高たんぱくビスケット

や栄
えい

養
よう

を強
きょう

化
か

したミルク）、水のタンクなど、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

を大
たい

量
りょう

に国
こく

内
ない

や周
しゅう

辺
へん

の国
くに

に備
び

蓄
ちく

しま

した。

戦争のはじまる直
ちょく

前
ぜん

、国
こく

連
れん

の決まりによって国
こく

際
さい

スタッフはイラク国
こく

内
ない

から退
たい

避
ひ

しました。しかし

200人以上のイラク人スタッフが国内に残
のこ

って、

子どもたちに支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

を届
とど

ける活
かつ

動
どう

をつづけました。

戦争が終
お

わるころから、だんだんとクウェート、

ヨルダン、イラン、トルコなどの周
しゅう

辺
へん

国
こく

からの支援

物資を国
こく

内
ない

に届
とど

け入れられるようになりました。た

とえば、5月のはじめには、クウェートからイラク

南
なん

部
ぶ

に、ユニセフの給
きゅう

水
すい

車
しゃ

が日に70台
だい

近
ちか

く出
だ

さ

れ、200万
まん

リットル以
い

上
じょう

の水
みず

を届
とど

けています。ま

た、医
い

薬
やく

品
ひん

などの支援物資も病
びょう

院
いん

に届
とど

くようにな

りました。

北
ほく

部
ぶ

では学
がっ

校
こう

が再
さい

開
かい

されました。ユニセフは学
がく

用
よう

品
ひん

などを届
とど

けて、これを支
し

援
えん

しています。また、

バグダッドや南
なん

部
ぶ

でもだんだんと学
がっ

校
こう

が再
さい

開
かい

され

つつあります。学校がはじまれば、子どもたちに不
ふ

発
はつ

弾
だん

の危
き

険
けん

を教
おし

えたり、心
こころ

に傷
きず

をおった子どもたち

をケアすることもできるようになります。ユニセフ

はこうした面
めん

からの支援もおこなっています。

http://www.unicef.or.jp
*イラク緊

きん

急
きゅう

募
ぼ

金
きん

も受
うけ

付
つけ

中
ちゅう

です

イラク国内では水と衛生環境の悪化が深刻になっている
©UNICEF/HQ03-0210/Patric Andrade

保健センターに届いた高たんぱくビスケット
©UNICEF/HQ03-0214/Patric Andrade 

バグダッドのごみ捨て場にあったさまざまな
種類の爆弾や不発弾
©UNICEF/HQ03-0209/Patric Andrade

ストリートチルドレンのためのセンター
略奪によってすべて奪い去られました
©UNICEF/HQ03-0180/Roger Lemoyne

戦争がはじまる前に
ポリオやはしかの予
防接種が進められま
した
©UNICEF/
HQ03-0037/
Shehzad Noorani

イラクの最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

は、
ホームページでチェック！

なか　　　ま�

©UNICEF/HQ03-0109/Shehzad Noorani 

5月19日、首都バグダッド近くで再開された
学校を訪れたユニセフ事務局長
©UNICEF/HQ03-0222/Shehzad Noorani
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質問の内容�　この戦争について考えたこと、感じたこと、印
象に残っていること、この問題にかかわっている
だれかへの意見など、なんでも教えてください。�

　これから、この問題について、何かしたいと思
っていますか？　子どもたちにはどんなことが
できると思いますか？�

しつ もん 
ない よう�

せんそう 
かんが 

かん 
いん�

しょう のこ 

もんだい�
い けん 

おし�
もん だい 

なに 

おも�こ�

戦
せん

争
そう

中
ちゅう

の子
こ

どもの写
しゃ

真
しん

は皆
みな

同
おな

じような目
め

をしていると思
おも

いました。必
ひっ

死
し

に生
い

きていこうとしている強
つよ

い目
め

ですが、恨
うら

んでいる目でもありま

す。子どもの私
わたし

達
たち

ができることは、ものすごく悔
くや

しいけれど、未
み

来
らい

のために勉
べん

強
きょう

することしかできません。私
わたし

達
たち

はイラクの子ども達
たち

の心
こころ

を考
かんが

え、思
おも

い、想像
そうぞう

することはできます。同じ子どもですから。

（多
た

田
だ

真
ま

理
り

馨
か

12歳
さい

）

ある写
しゃ

真
しん

展
てん

で、白
はっ

血
けつ

病
びょう

で入
にゅう

院
いん

しているイラクの子どもの写
しゃ

真
しん

を見
み

ま

した。今
こん

回
かい

の戦
せん

争
そう

前
まえ

のもので、いくらか整
ととの

った医
い

療
りょう

施
し

設
せつ

に見
み

え、安
あん

心
しん

しました。ところが、最
さい

近
きん

のテレビのニュースを見
み

て驚
おどろ

きました。

略
りゃく

奪
だつ

が繰
く

り返
かえ

され、とうとう病
びょう

院
いん

の薬
やく

品
ひん

や医
い

療
りょう

器
き

具
ぐ

にまで手
て

を出
だ

し

てしまっていたのです。戦
せん

前
ぜん

に入
にゅう

院
いん

していた子ども達
たち

は、どうしてい

るのかが気
き

になります。 （N.啓
けい

子
こ

15歳）

アメリカが使
つか

った武
ぶ

器
き

の中に、放
ほう

射
しゃ

能
のう

を出
だ

すものがあって、それは攻
こう

撃
げき

された場
ば

所
しょ

に、いつまでも放射能の影
えい

響
きょう

が残
のこ

る。これは核
かく

兵
へい

器
き

の

ひとつではないのか？イラクの核兵器を見つけ、それをすてさせる目
もく

的
てき

で戦
せん

争
そう

をしたのに、自
じ

国
こく

が核兵器を使うなんて、矛
む

盾
じゅん

している。

（今
いま

関
ぜき

美
み

都
と

13歳）

平
へい

和
わ

を守
まも

るためになぜ戦
せん

争
そう

をするのですか？人が殺
ころ

されることの、殺
ころ

すことの、どこが平
へい

和
わ

なのですか？ （西
にし

脇
わき

葉
よう

子
こ

12歳）

小さい子どもなど一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

が誤
ご

爆
ばく

によってたくさん亡
な

くなっているの

が、すごく悲
かな

しいし、残
ざん

念
ねん

でした。戦争によって、フセイン大
だい

統
とう

領
りょう

の政
せい

権
けん

はつぶれたけど、アメリカが主
しゅ

張
ちょう

した大
たい

量
りょう

破
は

壊
かい

兵
へい

器
き

がまだ見
み

つかっていないので、戦
せん

争
そう

をやってよかったのか分かりません。

（兼
かね

松
まつ

美
み

緒
お

16歳）

ブッシュ大
だい

統
とう

領
りょう

には、もう少
すこ

し話
はな

し合
あ

いの期
き

間
かん

を与
あた

えてもらいたかっ

たです。話し合いによって、もしかしたら戦
せん

争
そう

を防
ふせ

ぐことができ、平
へい

和
わ

を築
きず

くことができたかもしれない、と私
わたし

は思
おも

うからです。

（大
おお

屋
や

このみ 17歳）

おとなは、子どもには、「けんかしちゃだめよ」と言
い

うのに、せんそう

をしている。ブッシュ大
だい

とうりょうや、フセイン大
だい

とうりょうなどの

えらい人はにげのびれるかくりつが高
たか

いけど、いっぱんの人はせんそ

うでしんでしまうかくりつが高いというのが、とてもかなしかったで

す。 （桜
さくら

井
い

香
か

澄
すみ

8歳）

ブッシュ大
だい

統
とう

領
りょう

への意
い

見
けん

：核
かく

・生
せい

物
ぶつ

化
か

学
がく

兵
へい

器
き

をもっているからだと

か、イラク国
こく

民
みん

をかいほうするため、とかいってたけど、本
ほん

当
とう

は、石
せき

油
ゆ

がほしかったんじゃないですか？ （杉
すぎ

浦
うら

健
けん

吾
ご

11歳）

ぼきんをしたり、ニュースや本などで今、世
せ

界
かい

でどんなことがおきて

いるのかを知るだけでも、私たちと同じ、ただ生まれた国
くに

がちがうだ

けの子どもたちに手をさしのべることにつながると思います。

（朝
あさ

隈
くま

芽
め

生
い

12歳）

今子どもであるぼくたちが、立
りっ

派
ぱ

なおとなになって、戦
せん

争
そう

のない未
み

来
らい

を作
つく

ることが大
たい

切
せつ

だと思うので、子どもたちが「他
た

人
にん

を思
おも

いやれる」

「戦
せん

争
そう

はよくない」「人の意
い

見
けん

が聞
き

ける」「公
こう

平
へい

である」といったこと

などを学
まな

べる機
き

会
かい

を作
つく

ればよいと思います。日
に

本
ほん

には、いろいろな組
そ

織
しき

があって、それぞれ行
こう

動
どう

を起
お

こしているけど、すべてのNGOや

NPOが手をつなげば、大きなことができるのにな、と思
おも

います。

（大
おお

矢
や

透
とおる

14歳）

子どもたちはなにもしていないのに、子どもたちのところに、ばんば

ん、ばくだんがふってくるのは、かわいそうなことでした。わたしは、

イラクの子どもたちを日本にひなんさせてあげたいと思
おも

います。

（廣
ひろ

瀬
せ

智
さと

美
み

8歳）

月に１回、かいたいおもちゃをがまんして、せんそうしている国
くに

にお

金
かね

のプレゼントをしたいと思いました。そして、その国に学
がっ

校
こう

をプレ

ゼントしたいです。その生
せい

とたちと、手
て

紙
がみ

でいろいろなことをいっ

しょに考
かんが

えたいです。 （由
よし

水
みず

蕗
る

花
か

8歳）

世
よ

の中
なか

で「正
せい

義
ぎ

」とされていることが本
ほん

当
とう

に「正義」なのか、「正義」は

存
そん

在
ざい

するのか、と思いました。また、戦
せん

争
そう

は弱
じゃく

者
しゃ

が犠
ぎ

牲
せい

になるとも

感じました。独
どく

裁
さい

体
たい

制
せい

は危
き

険
けん

だし、多くの犠
ぎ

牲
せい

をともなう。結
けっ

局
きょく

、

どんなにがんばっても政
せい

治
じ

対
たい

立
りつ

はさけられないから、それが熱
あつ

い戦
せん

争
そう

になったとき、いかに弱
じゃく

者
しゃ

を守
まも

るか、それが重
じゅう

要
よう

だと思
おも

いました。

（鈴
すず

木
き

智
とも

瑛
あき

14歳）

フセイン大
だい

統
とう

領
りょう

の像
ぞう

がたおされたときが、一
いち

番
ばん

印
いん

象
しょう

に残
のこ

りました。

これでやっと国
こく

民
みん

が自
じ

由
ゆう

になれるのかという、なんていうか、言
こと

葉
ば

で

言
い

い表
あらわ

すことが難
むずか

しい気
き

持
も

ちになりました。国民はこれで自
じ

由
ゆう

にな

れたけど、これからどうやって国
くに

をたてなおしていくのか、という疑
ぎ

問
もん

も生まれました。アメリカがやるより、国
こく

連
れん

がやった方がいいと思
おも

います。 （澤
さわ

田
だ

玲
れ

奈
な

13歳）

事
じ

態
たい

が緊
きん

迫
ぱく

した状
じょう

態
たい

に陥
おちい

ってから、開
かい

戦
せん

に至
いた

るまで、世
せ

界
かい

中
じゅう

で多
おお

く

の反
はん

戦
せん

デモが行
おこな

われたにも関
かかわ

わらず、国
こく

連
れん

の決
けつ

議
ぎ

も待
ま

たれることな

く、簡単
かんたん

に戦
せん

争
そう

がはじまってしまったことにショックを受
う

けました。

戦
せん

争
そう

は終
しゅう

結
けつ

宣
せん

言
げん

が出されましたが、まだ終
お

わっていない、ということ

を子どもの視
し

点
てん

からアピールしていきたいです。

（坂
さか

季
き

里
り

子
こ

17歳）

テレビで、イラクに住
す

む私と同
おな

じ年
とし

の少
しょう

女
じょ

のことを見
み

ました。その

少女は、戦
せん

争
そう

に使われた小
こ

型
がた

爆
ばく

弾
だん

によって視
し

力
りょく

をほとんど失
うしな

った上
うえ

、

まだ不
ふ

発
はつ

弾
だん

があるので、学
がっ

校
こう

に行
い

きたくても行けないというのです。

私たちの歩
ある

く道
みち

は安
あん

全
ぜん

だし、舗
ほ

装
そう

されていて歩きやすく、学
がっ

校
こう

にも

行けます。それが当たり前の生
せい

活
かつ

になっています。戦争は当たり前

の生
せい

活
かつ

を一
いっ

変
ぺん

させる、そのことの恐
おそ

ろしさを知
し

りました。

（中
なか

村
むら

翔
か

也
や

12歳）

まず、イラクの現
げん

状
じょう

を正
せい

確
かく

に知
し

ることが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う。そして、たく

さんの人々に事
じ

実
じつ

を知
し

ってもらって、これからどうすれば平
へい

和
わ

になる

かを考
かんが

えてもらうことが必
ひつ

要
よう

だと思う。だから、「ユニセフ子どもネッ

ト祭
まつり

」を開
かい

催
さい

するというのは、どうでしょうか。パネルか、自
じ

分
ぶん

達
たち

が

考
かんが

える平
へい

和
わ

になる方
ほう

法
ほう

（?）などを展
てん

示
じ

するのです。それから、募
ぼ

金
きん

も集
あつ

めます。ユニセフのグッズや食
た

べ物
もの

なども売
う

って、その利
り

益
えき

を

全
ぜん

額
がく

イラクの子どもたちのために!!というのはどうでしょう？

（松
まつ

井
い

佳
か

菜
な

15歳）

私
わたし

達
たち

、子どもにできることは、世
せ

界
かい

の子ども同
どう

士
し

で仲
なか

良
よ

くなること

だと思
おも

います。アメリカの子ども達
たち

とイラクの子ども達で、サッカー

をしたり、野
や

球
きゅう

をしたり、オニごっこや虫採
と

りをしたりして、それを

TV放
ほう

送
そう

すれば、戦
せん

争
そう

に賛
さん

成
せい

していたおとなの人
ひと

達
たち

も、何
なに

か大
たい

切
せつ

なこ

とに気
き

づくのではないかと思います。 （輿
こし

石
いし

夕
ゆう

貴
き

17歳）

犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を救
すく

う手
て

は誰
だれ

がさしのべるべきか、全
ぜん

世
せ

界
かい

で考
かんが

えるべきだと

思
おも

います。他
た

人
にん

事
ごと

みたいに思
おも

わず、みんな力を合わせて支
し

援
えん

すべき

だと思
おも

います。 （丸
まる

竹
たけ

拓
たく

也
や

13歳）

はじめ、私
わたし

は、戦
せん

争
そう

でしかイラクの独
どく

裁
さい

政
せい

権
けん

の問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

すること

ができないのではないか、という気
き

持
も

ちを心のどこかに抱
いだ

いていまし

た。しかし、劣
れっ

化
か

ウラン弾
だん

の被
ひ

害
がい

を受
う

けた子どもたちや、今までの戦
せん

争
そう

によって被
ひ

害
がい

を受けた環
かん

境
きょう

・生
い

き物
もの

について知
し

るうちに、決
けっ

して

戦
せん

争
そう

は答
こた

えにならないのだと確
かく

信
しん

しました。たとえどのような理
り

由
ゆう

が

あっても、人
じん

類
るい

は“戦
せん

争
そう

”をひとつの手
しゅ

段
だん

だと認
にん

識
しき

すべきでないと思
おも

います。人
じん

類
るい

は、新
あら

たな手
しゅ

段
だん

を見
み

つけ出
だ

さなければいけないと思
おも

いま

す。イラク戦
せん

争
そう

の報
ほう

道
どう

を見ながら、何もできない自
じ

分
ぶん

が情
なさ

けなくな

り、また、人々の死
し

をすんなりと受
う

け入れてしまえる自
じ

分
ぶん

を悲
かな

しく思

いました。でも、希
き

望
ぼう

を持
も

って問
もん

題
だい

を直
ちょく

視
し

し、行
こう

動
どう

していかなけれ

ばいけないのだと思
おも

います。 （楢
なら

原
はら

知
ち

枝
え

16歳）

わたしは春
はる

休
やす

みに、自
じ

しゅべん強
きょう

として、新
しん

聞
ぶん

の切
き

りぬきをつかっ

て、せんそうについてのかべ新
しん

聞
ぶん

を作
つく

りました。学
がっ

校
こう

に持
も

って行
い

く

と、クラスの先
せん

生
せい

が、クラスの友
とも

だちに、しょうかいしてくれました。

わたしは、これからも毎
まい

日
にち

とどく新
しん

聞
ぶん

を使
つか

って、かべ新
しん

聞
ぶん

を作ってい

けたらいいなと思います。そして、みんなが少しずつでも色
いろ

色
いろ

と考
かんが

え

てくれたら、うれしいと思
おも

います。 （藤
ふじ

島
しま

百
もも

花
か

8歳）

せんそうをするのではなくて、はなしあえばよかったと思
おも

います。

（比
ひ

留
る

間
ま

光
みつ

子
こ

7歳）

平
へい

和
わ

を願
ねが

うための戦
せん

争
そう

とは、本
ほん

当
とう

にいいことなのか、それとも悪
わる

いこ

となのか、とてもなやみました。第
だい

一
いち

、フセインはどうして独
どく

裁
さい

して

しまったのでしょうか？　それをおさえるためには、やはり戦
せん

争
そう

とい

う手しかないのかもしれません。たくさんの人
ひと

々
びと

の命
いのち

が失
うしな

われ、身
み

も

心
こころ

も傷
きず

ついていくのに、これしか方
ほう

法
ほう

がないなんて、悲
かな

しいです。フ

セインは、こんなことまでやらないといけなくなったことを思
おも

い知
し

っ

てほしいです。 （遠
とお

山
やま

優
ゆ

香
か

13歳）

アメリカに戦
せん

争
そう

をやめさせることのできる人
ひと

がいなかったのはどうし

てだろう。フセインもへいたいだけつれてにげるのはいけない。ふ

つうの人はしんでいるんだぞ。小泉さんも、ブッシュさんも、ブレア

さんも、アメリカにかってほしい人びとも、へいたいはしんでいるん

だぞ。みんながすきなら、せんそうをやめてほしい。

（加
か

藤
とう

諒
りょう

一
いち

8歳）

イラクがどこにあるのかも分
わ

からなかったし、はっきり言
い

って、戦
せん

争
そう

なんてなんなのか、さっぱり分
わ

かりませんでした。でも、ニュースを

よく見
み

てみると、大
たい

変
へん

なことが起
お

こっているのだと気
き

付
づ

きました。も

し突
とつ

然
ぜん

、日
に

本
ほん

が戦
せん

争
そう

にあい、毎
まい

日
にち

食
た

べるものがなく、町
まち

がどんどん

破
は

壊
かい

されてしまったら…と考
かんが

えると、とりはだがたつくらいおそろし

くなります。 （原
はら

口
ぐち

紗
さ

耶
や

加
か

12歳）

アメリカ人はこの戦
せん

争
そう

をイラクをフセイン大
だい

統
とう

領
りょう

の独
どく

裁
さい

から解
かい

放
ほう

する「正
せい

義
ぎ

の戦
たたか

い」だと主
しゅ

張
ちょう

しました。果
は

たしてこれは正
せい

義
ぎ

なのか、

と私
わたし

は考
かんが

えました。アメリカは、自
じ

分
ぶん

達
たち

のやり方
かた

を押
お

し付
つ

けて、しか

も戦
せん

争
そう

にまでもちこんで、それが終
お

わったら、自
じ

分
ぶん

達
たち

で仕
し

切
き

ろうと

して、イラクを自
じ

分
ぶん

達
たち

の思
おも

う「正
ただ

しい国
くに

」にしようとしているように

思えてなりません。大
たい

量
りょう

破
は

壊
かい

兵
へい

器
き

を持
も

っているのは、アメリカだっ

て同
おな

じはずです。私
わたし

は何
なに

が正
せい

義
ぎ

かなんて誰
だれ

にもわからないよな、とこ

の戦
せん

争
そう

を通
つう

じて強
つよ

く感
かん

じました。 （大
おお

平
ひら

乃
の

里
り

恵
え

17歳）

©UNICEF/HQ02-0558/Shehzad Noorani

こ

こえ

「イラク戦
せん

争
そう

」。子どもたちは、この戦
せん

争
そう

のことをどのように考
かんが

えたのでしょう。

ユニセフ子どもネットでは、このテーマについてアンケートをおこないました。

多
おお

くのネットワーカーから届
とど

いた声
こえ

をご紹
しょう

介
かい

します。
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子どもについ

こっ　　かい� い　　 けん�
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★�★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★

こっ かい い けん�

2002年
ねん

5月
がつ

、ニューヨークでひらかれた「国
こく

連
れん

子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

」には、

190カ
か

国
こく

からさまざまな参
さん

加
か

者
しゃ

およそ7000人（中には600人の子どももふ

くまれていました）が集
あつ

まりました。熱
ねっ

気
き

につつまれた話
はな

し合
あ

いの後
あと

、子ど

もたちのために世
せ

界
かい

がこれからすることを約
やく

束
そく

した文
ぶん

書
しょ

「子どもにふさわし

い世
せ

界
かい

」が全
ぜん

会
かい

一
いっ

致
ち

で採
さい

択
たく

されて、参
さん

加
か

者
しゃ

たちは、それぞれの国
くに

に帰
かえ

ってい

きました。

それから１年。「子どもにふさわしい世界」では、各
かっ

国
こく

が、2003年の終
お

わりまでに期
き

限
げん

や目
もく

標
ひょう

を定
さだ

めた子どものための“国
こく

内
ない

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

”を、市
し

民
みん

社
しゃ

会
かい

やNGO*、そして子ど

もたちと協
きょう

力
りょく

してつくるように決
き

めています。たとえば、命
いのち

を失
うしな

う赤
あか

ちゃんや子
こ

どもの数
かず

が多
おお

い国
くに

では、その数
かず

や割
わり

合
あい

を、いつまでに、どれだけ減
へ

らすか目
もく

標
ひょう

を立てて、その実
じつ

現
げん

のために何をするかという計
けい

画
かく

を細
こま

かにつくっていくのです。
＊NGO：非

ひ

政
せい

府
ふ

組
そ

織
しき

。政
せい

府
ふ

の機
き

関
かん

や企
き

業
ぎょう

ではない、民
みん

間
かん

の団
だん

体
たい

。社
しゃ

会
かい

の問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するためなどに活
かつ

動
どう

する。

「子どもにふさわしい世界」のくわしい内容は、「ユニセフ子どもネットニュースNo.2」の特
とく

集
しゅう

記
き

事
じ

を読んでください。

各
かっ

国
こく

は総
そう

会
かい

の後
あと

、どの

ように取
と

り組
く

みをはじめ

ているのでしょう。そし

て日
に

本
ほん

は、今
いま

、どのような

状
じょう

況
きょう

でしょう？

0 20 40 60 80 100（％）

中東と北アフリカ（21カ国中9カ国）�

62%

87%

48%

43%

49%

42%

取り組みをはじめている国の割合を地域別に見ると…　�
�

先進工業国（36カ国中15カ国）�

サハラ以南のアフリカ�
（45カ国中22カ国）�

ラテンアメリカとカリブ海諸国�
（33カ国中16カ国）�

中央・東ヨーロッパ（23カ国中20カ国）�
ちゅう　おう�

かい　しょ　こく�

い　 なん�

せん　しん　こう　ぎょう　こく�

ちゅう　とう�

ひがし�

アジア（37カ国中23カ国）�

と く くに わり あい ち いき べつ み�

まだ半分以上の�
国が取り組みを�

はじめていない地域も�
あるね。�

トルコの国
こっ

会
かい

に子どもたちの声
こえ

がひびきます。

「戦
せん

争
そう

は人
にん

間
げん

が起こす災
さい

害
がい

です。子どもたちを

直
ちょく

接
せつ

的
てき

にも間
かん

接
せつ

的
てき

にも傷
きず

つける、最
さい

悪
あく

のもの

です。わたしたちは、子どものコンピュータゲーム

やおもちゃに暴
ぼう

力
りょく

をけしかけるものがあることを忘
わす

れて

はなりません。子どもたちをそうしたものから守る

ように、一
いっ

緒
しょ

によびかけましょう」

トルコでは、2002年から「子ども国
こっ

会
かい

」がひらかれて

います。国内の81の地
ち

域
いき

からそれぞれ選
えら

ばれた9歳
さい

から

17歳
さい

の子ども議
ぎ

員
いん

550

って議
ぎ

論
ろん

をします。代
だい

表
ひょ

くまれています。

2003年4月20日か

2回子ども国会では、「国
こ

た「子どもにふさわしい世

つくったトルコの国
こく

内
ない

行
こう

を付け加える作
さ

業
ぎょ

「子ども国会

あるウルファの

議
ぎ

員
いん

によって

ような点
て

表
ぴょう

され

●女の

■ 26カ国が子どものための新
あたら

しい国
こく

内
ない

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

を作
つく

り終
お

えたり、
草
そう

案
あん

を完
かん

成
せい

させたりした
■ 26カ国が、国内行動計画をつくる取

と

り組
く

みをはじめている
■ 13カ国が、すでにある国内行動計画を見

み

なおして新
あたら

しくした
■ 35カ国が、すでにある国の計

けい

画
かく

や政
せい

策
さく

の中に、国
こく

際
さい

的
てき

な取
と

り決
き

めを盛
も

りこんだ
■ 23カ国が、総

そう

会
かい

の取
と

り決
き

めにもとづいて行
こう

動
どう

するために、さま
ざまな機

き

関
かん

と協
きょう

力
りょく

して子どものための委
い

員
いん

会
かい

をつくったり、その
役
やく

割
わり

を強
つよ

めたりした

こく 　 　 れ ん � とく 　 　 べ つ 　 　そう 　 　か い �

ね ん �

2003年4月末までの状
じょう

況
きょう

カナダでは…
2002年8月に「国

こく

連
れん

子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

」に

参
さん

加
か

した子ども代
だい

表
ひょう

が、どのようにしたら

子どもたちがフォローアップの中で意
い

味
み

の

ある参
さん

加
か

ができるかを話
はな

し合
あ

いました。そ

して、人びとの意
い

識
しき

を高
たか

めるために、子ど

もと若
わか

者
もの

からなる小グループが結
けっ

成
せい

され、

政
せい

府
ふ

やNGOのおとなたちと一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

す

ることになりました。

ガンビアでは…
政
せい

府
ふ

が、国
こく

内
ない

の子どもについてのデータを集
あつ

め

る力
ちから

や、それを分
ぶん

析
せき

して使
つか

っていくための力を

強
つよ

めるための取
と

り組
く

みをはじめています。子ど

もの問
もん

題
だい

を正
せい

確
かく

に知
し

るために、これはとても大
たい

切
せつ

なことです。政
せい

府
ふ

は子どもについての国
こっ

家
か

的
てき

なデータベースをつくって、目
もく

標
ひょう

に対する進
すす

み

具
ぐ

合
あい

などを見られるようにする予
よ

定
てい

です。



：1998年から国内行動計画が存在している�

：新しい国内行動計画がすでにできあがっている�

：新しい国内行動計画の草案ができている�

：国内行動計画をつくるために準備中�

：国内行動計画をつくる意志はある�

：まだ、国内行動計画についての取り組みがない�

 （報告がない）�

国内開発計画の中でおこなっている�

貧困をへらすための戦略の中でおこなっている�

地方自治体レベルの行動計画の中でおこなっている�

毎年の予算の中でおこなっている�

さまざまな機関の協力の中でおこなっている�

「国連子ども特別総会」のフォローアップを…�

�

※�

※総会のフォローアップ：子どものための“国内行動計画”をつくることをはじめとして、
総会で約束されたことを実現するための取り組みのことをさす。�

こく　ない かい はつけい　かく なか�

こく れん とく べつ そう かい�

あたら�

い　し�

と　　  く�

ほう  こく�

じゅん び ちゅう�

そう  あん�

こく　ない こう　どう　けい　かく�ねん� そん ざい�

き　かん� きょう りょく�

まい　とし� よ　さん�

ち　ほう　じ　ち　たい� �こう　どう　けい かく�

ひん こん� せん りゃく�

いての“国
こく

内
ない

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

”がつくられている国

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★�★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★�

★
★

★★
★★★★★★★

★
★

日本の国内行動計画について何かできないでしょうか？�

い　　 けん�

こく　ない　こう　どう　けい　かく� なに�

だい　　　　ぼ　　　　しゅう�
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※この地
ち

図
ず

は国
こっ

境
きょう

などの法
ほう

的
てき

地
ち

位
い

について

ユニセフの立
たち

場
ば

を示
しめ

すものではありません。

郵　便 ：〒108-8607 東京都港区高輪4-6-12

ファックス：03-5789-2036

電子メール：jcuinfo@unicef.or.jp

日本では、「国連子ども特別総会」の後
あと

、何
なに

か前
ぜん

進
しん

があったでしょうか？「子ども

にふさわしい世界」の約
やく

束
そく

には、日本の子どもにも関
かん

係
けい

の深
ふか

いものがたくさん含
ふく

ま

れていました。もちろん、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

も国
こく

内
ない

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

をつくる予
よ

定
てい

です。

もし、みなさんが、この国内行動計画をつくることに参
さん

加
か

できるとしたら、どのよ

うに参加したいですか？　そして、どんな意
い

見
けん

を言
い

ってみたいですか？

みなさんの意見を送
おく

ってください。もしかすると、ユニセフ子どもネットとして

何かできるかもしれません。ぜひ、いろいろな声
こえ

を聞
き

かせてください。

意見の送り先
ユニセフ子どもネット事

じ

務
む

局
きょく

0人が、実
じっ

際
さい

に国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

に集
あつ

ま
う

には、障
しょう

害
がい

のある子どもたちもふ

から2日
か

間
かん

にわたってひらかれた第

国
こく

連
れん

子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

」で採
さい

択
たく

され

世界」にもとづいて、おとなたちが
う

動
どう

計
けい

画
かく

の草
そう

案
あん

に子どもたちの意
い

見
けん

ょう

がおこなわれました。

会」の最
さい

後
ご

に、トルコの南
なん

東
とう

部
ぶ

に

の町
まち

からやってきた15歳
さい

の子ども

発
はっ

表
ぴょう

された宣
せん

言
げん

では、とくに次
つぎ

の
てん

についての子どもたちの意
い

見
けん

が発
はっ

れました。

子への教
きょう

育
いく

をすすめてください

●戦
せん

争
そう

をみちびくような、暴
ぼう

力
りょく

をけしかけ

るおもちゃなどから子どもを守
まも

っ

てください

● 法
ほう

律
りつ

をおかしたり、おかした

とされた子どもたちが、ひど

く扱
あつか

われたりしないように、法
ほう

律
りつ

をととのえたり、関
かん

係
けい

する

おとなたちのトレーニングが必
ひつ

要
よう

です

会議の中では、子どもたちはこんなことも話
はな

しています。

「わたしたちは、チャンスさえあれば、おとなの国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

よ

りもずっとうまく国
くに

を治
おさ

められるでしょう」

自
じ

信
しん

にあふれた子どもたちの意
い

見
けん

は、トルコのおとなた

ちにもしっかりと受けとめられ、国
こく

内
ない

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

の中にとり

いれられることになっています。

"The United Nations Special Session on Children
～A first anniversary report on follow up"

UNICEF 2003年5月より

フィンランドでは…
関
かん

係
けい

するすべての政
せい

府
ふ

の省
しょう

庁
ちょう

とNGOの

代
だい

表
ひょう

メンバーでつくられた新しい連
れん

合
ごう

が

、目
もく

標
ひょう

やそのための予
よ

算
さん

、どこが責
せき

任
にん

をもって実
じっ

行
こう

するかまでを話
はな

し合って、

行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

づくりをすることにしています

。この計画には、国
こく

内
ない

の目
もく

標
ひょう

だけでな

く、フィンランドが世界の子どもの状
じょう

況
きょう

をよくするために何
なに

をするかまでふく

まれる予
よ

定
てい

です。

ケニアでは…
2003年1月に、政

せい

府
ふ

が小
しょう

学
がっ

校
こう

を完
かん

全
ぜん

に無
む

料
りょう

化
か

しました。こ

の結
けっ

果
か

、小
しょう

学
がっ

校
こう

に通
かよ

う子ども

の数
かず

はぐんと増
ふ

え、新
しん

学
がっ

期
き

に

は、新
あら

たに150万人の子ども

が学
がっ

校
こう

に出
しゅっ

席
せき

しました。

アフガニスタンでは…
ユニセフとその他

た

の機
き

関
かん

が協
きょう

力
りょく

し

て、2002年には、290万
まん

人
にん

の子ど

もが学校にもどることができました

。2003年にはおよそ400万人の子

どもたちが学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

できるよう

に、活
かつ

動
どう

がすすめられています。

カンボジアでは…
すでにある国

こく

内
ない

の仕
し

組
く

みや行
こう

動
どう

計
けい

画
かく

の中

で「国
こく

連
れん

子ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

」のフォロー

アップをおこなうことを決めました。貧
ひん

困
こん

を減
へ

らすための戦
せん

略
りゃく

や、教
きょう

育
いく

や保
ほ

健
けん

の計
けい

画
かく

に、「子どもにふさわしい世界」

の内
ない

容
よう

が取
と

り入
い

れられ、より広
ひろ

い目
もく

標
ひょう

が

もうけられました。

そのほかにも…
2002年には、50カ

か

国
こく

が子どもの出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

に、取
と

り組
く

むようになりました

。レソトでは、親
おや

を失
うしな

った子どもたち7万3000人が出生登録を受
う

け、ベト

ナムでは、法
ほう

律
りつ

をととのえ、国
こく

民
みん

に広
ひろ

く知
し

らせる活
かつ

動
どう

をすすめたことから

、出生登録の割
わり

合
あい

が72％から87％にまで上がりました。

また、さまざまな予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

キャンペーンが、広い地
ち

域
いき

で成
せい

功
こう

し、2001年

以降8500万人以上の子どもがはしかの予防接種を受けました。この結
けっ

果
か

、2年
ねん

間
かん

で12万
まん

人
にん

の子どもの命
いのち

が守
まも

られたと推
すい

定
てい

されています。
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多
た

様
よう

な世
せ

界
かい

を代
だい

表
ひょう

する子どもと若
わか

者
もの

がかかえる問
もん

題
だい

は、やはり多
た

様
よう

でした。ケニアのイボンヌ・マインゲイさん（15）は、「学
がっ

校
こう

に清
せい

潔
けつ

で安
あん

全
ぜん

な女
じょ

子
し

トイレがないために、学
がっ

校
こう

に行
い

けない女
おんな

の子がいます。

水と衛
えい

生
せい

の問
もん

題
だい

は女の子の教
きょう

育
いく

とも関
かか

わっています」と語
かた

りました。韓
かん

国
こく

から参
さん

加
か

したジーワン・キムさん（18）は、「水
みず

の問
もん

題
だい

というと、韓

国では汚
お

染
せん

など環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

をイメージします。先
せん

進
しん

国
こく

と開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

で水の

問題の質
しつ

や認
にん

識
しき

が大きく異
こと

なることにおどろきました」と感
かん

想
そう

を述
の

べま

した。イラク戦
せん

争
そう

がはじまった3月20日には、ナイジェリアのテミダ

ヨ・イスラエル・アブデュライくん（17）が、「戦
せん

争
そう

に使
つか

うお金
かね

を、水

と衛
えい

生
せい

に関
かか

わる問題の解
かい

決
けつ

のために使
つか

ってほしい」と語
かた

りました。

世
せ

界
かい

の水
みず

問
もん

題
だい

について話
はな

し合
あ

う「第
だい

3回
かい

世
せ

界
かい

水
みず

フォーラム」の中の主
しゅ

要
よう

イベントと
して「世界子ども水フォーラム」（ユニセフなどの共

きょう

催
さい

）が、今
こ

年
とし

3月18日から22日
にかけて、滋

し

賀
が

県
けん

と京
きょう

都
と

府
ふ

でひらかれました。「世界子ども水フォーラム」には、世
界32カ国

こく

から12歳
さい

から18歳までの子どもと若
わか

者
もの

109人が参
さん

加
か

しました。そして、
ユニセフ子どもネットワーカーの大

おお

鳥
とり

由
ゆ

香
か

子
こ

さんと吉
よし

田
だ

倫
とも

哉
や

くんも日本の子ども代
だい

表
ひょう

のひとりとして選
えら

ばれました。

「世界子ども水フォーラム」には、109人の子どもたちが参
さん

加
か

し、日本からの参
さん

加
か

者
しゃ

は50人でした。このフォーラムは、「第
だい

3回世
せ

界
かい

水フォーラム」の主
しゅ

要
よう

プログラム

として、子どもと若
わか

者
もの

が水
みず

と衛
えい

生
せい

に関
かん

する問
もん

題
だい

についての知
ち

識
しき

を深
ふか

め、それぞれの意
い

見
けん

や体
たい

験
けん

を交
こう

換
かん

し、子どもと若者の意
い

見
けん

をコミュニティーや地
ち

域
いき

における意
い

思
し

決
けっ

定
てい

に

より多
おお

く反映
はんえい

させることを目
もく

的
てき

としていました。

2日間の準
じゅん

備
び

期
き

間
かん

の後
あと

、20日から2日
か

間
かん

にわたっ

て本
ほん

会
かい

議
ぎ

がひらかれ、右の4つについての報
ほう

告
こく

と話
はな

し合
あ

いがおこなわれました。

分
ぶん

科
か

会
かい

で報
ほう

告
こく

された、世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の水
みず

問題は多
た

岐
き

にわたり、参加者の意
い

識
しき

の溝
みぞ

は非常に大きいもので

した。同
どう

時
じ

に、宣
せん

言
げん

文
ぶん

の起
き

草
そう

、文
ぶん

化
か

、評
ひょう

価
か

、メディアの4つの委
い

員
いん

会
かい

がつくられまし

た。

21日に2日間の成
せい

果
か

である、『子ども

水宣
せん

言
げん

』を採
さい

択
たく

して本
ほん

会
かい

議
ぎ

は終
しゅう

了
りょう

しまし

た。宣言には、水と衛生に関する設
せつ

備
び

を

改
かい

善
ぜん

すること、国
こく

際
さい

的
てき

な子どものネット

ワークをつくること、政
せい

府
ふ

の意
い

思
し

決
けっ

定
てい

に

子どもたちを関
かん

与
よ

させること、などがふ

くまれました。

大
おお

鳥
とり

由
ゆ

香
か

子
こ

さんからの報
ほう

告
こく

参
さん

加
か

した各
かっ

国
こく

の子どもと若
わか

者
もの

たちは、3月21日、最
さい

終
しゅう

文
ぶん

書
しょ

『子ども水
みず

宣
せん

言
げん

』を発
はっ

表
ぴょう

しまし

た。『子ども水宣言』は、国
くに

の政
せい

策
さく

を決
き

める人
ひと

びとに、子どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

にしたがって、子

どもと若者がすこやかに育
そだ

つことのできる安
あん

全
ぜん

な環
かん

境
きょう

をつくり、子どもと若者の参
さん

加
か

や保
ほ

護
ご

、生
せい

存
ぞん

、発
はっ

達
たつ

を確
かく

保
ほ

することを求
もと

めました。記
き

者
しゃ

会
かい

見
けん

にのぞんだカナダのジャフリン・タルクデールさ

ん（13）は、「先
せん

進
しん

国
こく

は水を浪
ろう

費
ひ

しています。私
わたし

たちはもっと節
せっ

水
すい

を心がけ

るべきです」と話
はな

しました。また、バングラデシュのファズレ・ラビーくん

（14）は、「文
ぶん

化
か

、宗
しゅう

教
きょう

の違
ちが

いを乗
の

りこえて、水と衛
えい

生
せい

に関する問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

の方法を話
はな

し合
あ

うことができました。子
こ

どももおとなも、みんな協
きょう

力
りょく

してほ

しい」とうったえました。日本からの参
さん

加
か

者
しゃ

のひとりである南
なん

部
ぶ

玲
れ

生
お

くん（14）は、故
こ

郷
きょう

の北
ほっ

海
かい

道
どう

の自
し

然
ぜん

について語
かた

り、

「子どもたちに美
うつく

しい水
みず

、そして自
し

然
ぜん

を残
のこ

すことができるよう、

おとなたちに呼
よ

びかけたい」と話
はな

しました。

＊政
せい

府
ふ

は次
つぎ

のようなことをおこなう義
ぎ

務
む

があります
・ 水

みず

にかかわる計
けい

画
かく

をたてたり、実
じっ

行
こう

したり、評
ひょう

価
か

したりするときに、子どもや若
わか

者
もの

が参
さん

加
か

できるようにする

・ とくに女
おんな

の子が学
がっ

校
こう

を途
と

中
ちゅう

でやめなくてすむように、学校の水と衛
えい

生
せい

の施
し

設
せつ

ために十
じゅう

分
ぶん

な

予
よ

算
さん

をとる

・先
せん

進
しん

工
こう

業
ぎょう

国
こく

と開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

の間で、水に関
かん

する情
じょう

報
ほう

･技
ぎ

術
じゅつ

･経
けい

験
けん

を共
きょう

有
ゆう

できるようにする

・緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

にそなえて、社会のさまざまな基
き

盤
ばん

やサービスを整
せい

備
び

する

・ 水についての子どもと若者の意
い

見
けん

や、異
こと

なる文
ぶん

化
か

を大
たい

切
せつ

にし、子どもたちが遊
あそ

べる安
あん

全
ぜん

な

水
みず

辺
べ

を整
せい

備
び

する

・ 子どもたちや学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

、親
おや

、地
ち

域
いき

のリーダーなどのために、水に関する課
か

題
だい

について環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

をすすめる

・水と環
かん

境
きょう

についての子どもと若者のプロジェクトや活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

する

＊そして、子どもと若
わか

者
もの

は次
つぎ

のようなことを約
やく

束
そく

します
・ 水

みず

や衛
えい

生
せい

についての活
かつ

動
どう

を地
ち

域
いき

や国
こく

内
ない

、そして国
こく

際
さい

的
てき

におこなうために、グループやネ

ットワークをつくる

・ 子どもにやさしい資
し

料
りょう

をつくったり、おしばいや詩
し

、絵
え

、ウェブサイトなどをつかったり

して、子どもたちが水や衛生について学
がく

習
しゅう

し、意
い

識
しき

を高
たか

められるようにする

・農
のう

村
そん

や都
と

市
し

、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

で、水と衛生の施
し

設
せつ

を改
かい

善
ぜん

するように、政
せい

府
ふ

などにはたらきかける

・子どもが運
うん

営
えい

する水と衛生のプロジェクトなどの計
けい

画
かく

、実
じっ

行
こう

、評
ひょう

価
か

に参
さん

加
か

する

（宣
せん

言
げん

文
ぶん

から抜
ばっ

粋
すい

・要
よう

約
やく

）

みず 　　せん　　げん�
しゅ　 ちょう�

せ　 かい� こく� にん� はっ ぴょう�みず  せん  げん�

み　ず�

せ 　　か い�

こ� さ ん　　か�

多くの子どもたちが、
毎日水くみの仕事を
しています。
そのために学校に行く
時間のない子どももい
ます

©ガールスカウト

中央が大鳥さん

©ガールスカウト

©UNICEF/HQ99-0958/Jim Holmes 

① 家
か

庭
てい

における水
みず

の確
かく

保
ほ

② 学
がっ

校
こう

環
かん

境
きょう

での水と衛
えい

生
せい

③ 水にまつわる危
き

機
き

④ 水と自
し

然
ぜん

・遊
あそ

び・文
ぶん

化
か

参加した子どもと若者たち ©ガールスカウト

©UNICEF/HQ99-0646/Giacomo Pirozzi
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『閣
かく

僚
りょう

との対
たい

話
わ

』プログラムに参
さん

加
か

し

ました。これは、国
こく

内
ない

外
がい

のNGO関
かん

係
けい

者
しゃ

・一
いっ

般
ぱん

参
さん

加
か

者
しゃ

600名と世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

から

参加している閣
かく

僚
りょう

が直
ちょく

接
せつ

を意
い

見
けん

を交
こう

換
かん

できる唯
ゆい

一
いつ

のプログラムでした。「世界

子ども水フォーラム」からは、ケニアの

イボンヌさん、マリのアダムさん、そし

てぼくが代
だい

表
ひょう

で参
さん

加
か

しました。

ここで話
はな

し合
あ

われたテーマは、「世
せ

界
かい

水
みず

フォーラムが終わってから、政
せい

府
ふ

・

民
みん

間
かん

・市
し

民
みん

などの各セクターがどういう取
と

り組
く

みをするか」でした。ぼくのテーブル

には、4人の一
いっ

般
ぱん

参
さん

加
か

者
しゃ

代
だい

表
ひょう

と2人の閣
かく

僚
りょう

が参
さん

加
か

し、「忌
き

憚
たん

のない（遠
えん

慮
りょ

のない）」意
い

見
けん

を交
こう

換
かん

するかたちでした。しかし、「水
すい

道
どう

を民
みん

営
えい

化
か

したい」政
せい

府
ふ

側
がわ

と「したくない」

NGOが対
たい

立
りつ

したり、ありきたりな主
しゅ

張
ちょう

が乱
らん

立
りつ

して、期
き

待
たい

はずれな議
ぎ

論
ろん

でした。

子どもは、勢
いきお

いのあるおとなによってその存
そん

在
ざい

を見えないものにされていました。

たとえば、ぼくの主
しゅ

張
ちょう

は「水
みず

は人
じん

類
るい

すべてのものであるから、政
せい

策
さく

決
けっ

定
てい

に一
いち

部
ぶ

のおと

なたちだけではなく、未
み

来
らい

から来
き

ている子どもも関
かか

わっていくべき」というものでし

たが、ある政
せい

府
ふ

の高
こう

官
かん

は、それは教
きょう

育
いく

などキャパシティー・ビルディング（能
のう

力
りょく

向
こう

上
じょう

・開
かい

発
はつ

）の問
もん

題
だい

だ、とぼくの主張をよく話し合いもせず退
しりぞ

けました。怒
いか

りととも

に無
む

力
りょく

感
かん

を感じました。おとなたちはそうやって意
い

味
み

のわからない言
こと

葉
ば

を使
つか

ってごま

かすのです。

ぼくは、正
しょう

直
じき

にいって、無
む

気
き

力
りょく

におちいっています。おとなになりつつある自
じ

分
ぶん

、

つまり無
む

責
せき

任
にん

なおとなに近
ちか

づく自
じ

分
ぶん

はこれからどうすべきか見
み

えないからです。しか

し閣
かく

僚
りょう

だけにまかせていては、決
けっ

して明
あか

るい未
み

来
らい

は望
のぞ

めない

ことは確
たし

かです。政
せい

府
ふ

だけではなく、私
わたし

たち市
し

民
みん

も、より大

きな視
し

点
てん

をもたなければなりません。ありきたりな主
しゅ

張
ちょう

を並
なら

べるだけでは不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

です。巨
きょ

大
だい

な力の根
こん

源
げん

には本当は何があ

るのか、また人
じん

類
るい

はどこへいこうとするのかを大いに議
ぎ

論
ろん

す

ることが必
ひつ

要
よう

です。たとえ理
り

想
そう

論
ろん

者
じゃ

だと言われようとも、私

たちは未来へ希
き

望
ぼう

をつなげるために、本当は何をしなければ

いけないか、という問
と

いをもち続
つづ

けなければなりません。子

どもが政
せい

策
さく

の意
い

思
し

決
けっ

定
てい

に関
かか

わっていくことは、非
ひ

常
じょう

に高
たか

い、

むずかしいハードルです。しかし未来を担
にな

う子どもや若
わか

者
もの

自
じ

身
しん

が自
みずか

らの世界を守
まも

りたいという純
じゅん

粋
すい

な思いを持
も

ち続けるこ

と、それがとても大
たい

切
せつ

であると教
おし

えられました。

このフォーラムを通
とお

して、私
わたし

は私たちの生
せい

活
かつ

に欠
か

かせ

ない「水
みず

」についての世
せ

界
かい

のさまざまな実
じつ

情
じょう

と課
か

題
だい

に

ついての知
ち

識
しき

を得
え

て、水問題に対
たい

する意
い

識
しき

の向
こう

上
じょう

をはじ

めとして、多くのことを学
まな

んだ。宣
せん

言
げん

文を起
き

草
そう

する委
い

員
いん

会
かい

に入ったものの、発
はつ

言
げん

できなかったりと残
ざん

念
ねん

なこともあった。しかし、人
にん

間
げん

と水
みず

をふくむさまざまな資
し

源
げん

、自
し

然
ぜん

との関
かん

係
けい

が見
み

直
なお

され、共
きょう

生
せい

をめざ

している現
げん

代
だい

社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

としての自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のあり方についての考
かんが

えを深
ふか

めることなど、得
え

たものは数
かず

しれない。

プログラム時
じ

間
かん

外
がい

には、宿
しゅく

泊
はく

の部
へ

屋
や

が同
おな

じだった韓
かん

国
こく

やインドネシア

の参
さん

加
か

者
しゃ

と学
がっ

校
こう

や文
ぶん

化
か

に関
かん

してのさまざまな話
はなし

をしていることが多
おお

かっ

た。ほかにも、歌
うた

やダンスをおたがいに教
おし

えあったりした。言
こと

葉
ば

の壁
かべ

はあ

まり気
き

にしないようにして、自分の意
い

思
し

や意
い

見
けん

をできる限
かぎ

り正
せい

確
かく

に伝
つた

え、

相
あい

手
て

の考
かんが

えを知
し

ることにつとめた。言
こと

葉
ば

よりもむしろ、無
む

意
い

識
しき

的
てき

な態
たい

度
ど

が多
おお

くコミュニケーションに影
えい

響
きょう

を与
あた

えることを改
あらた

めて認
にん

識
しき

した。

フォーラムで何
なん

度
ど

もいわれた“水
みず

へのアクセス（水を手
て

に入れること）”

は人
にん

間
げん

の生
せい

活
かつ

には欠
か

かせない。すべての人の水
みず

へのアクセスが可
か

能
のう

になる

ようにすることは私
わたし

たちの義
ぎ

務
む

だといえるだろう。水
みず

問
もん

題
だい

は私たちの存
そん

在
ざい

と社
しゃ

会
かい

の基
き

盤
ばん

に深
ふか

くかかわる複
ふく

雑
ざつ

なもので、その解
かい

決
けつ

にはこれからも子

ども、おとなを問
と

わず、それぞれの関
かん

心
しん

と努
ど

力
りょく

が欠かせないことをフォー

ラムを通
とお

して痛
つう

感
かん

した。子どもが、今
こん

回
かい

のフォーラムで水問題について意
い

見
けん

を表
ひょう

明
めい

する機
き

会
かい

を、十分ではなかったとはいえ、与
あた

えられたように、子

ども参
さん

加
か

が社
しゃ

会
かい

のさまざまな面
めん

で尊
そん

重
ちょう

されること、子ども参加が水
みず

問
もん

題
だい

をはじめとする種
しゅ

々
じゅ

の課
か

題
だい

に対しての効
こう

果
か

的
てき

な行
こう

動
どう

となっていくことを期
き

待
たい

したい。（大鳥　由香子）

■ 適
てき

切
せつ

な飲
の

み水
みず

が手
て

に入れられない人
ひと

の割
わり

合
あい

を

2015年
ねん

までに半
はん

分
ぶん

にへらす

■ 適
てき

切
せつ

な衛
えい

生
せい

施
し

設
せつ

（トイレなど）のない人の割
わり

合
あい

を

2015年までに半
はん

分
ぶん

にへらす

■ 2005年までに小
しょう

学
がっ

校
こう

と中
ちゅう

学
がっ

校
こう

での男
だん

女
じょ

の格
かく

差
さ

を

なくす

（たとえば、学校には男
だん

子
し

トイレも女
じょ

子
し

トイレも

整
ととの

える必
ひつ

要
よう

があります）

＊国
こく

連
れん

ミレニアム開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

世
せい

紀
き

が変
か

わるのを前に2000年に国
こく

連
れん

がさだめた世
せ

界
かい

全
ぜん

体
たい

の目
もく

標
ひょう

国
こく

連
れん

ミレニアム開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

*の中にも、
水
みず

と衛
えい

生
せい

についての目
もく

標
ひょう

が定められています
吉
よし

田
だ

倫
とも

哉
や

くんからの報
ほう

告
こく

『世
せ

界
かい

子ども水フォーラム』には、私たちのように子どもの権
けん

利
り

に取
と

り組
く

んできた人だけ

ではなく、川
かわ

遊
あそ

びをしたり環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

に取
と

り組
く

んできたような、いろんなバックグラウンド

を持
も

った子どもが参
さん

加
か

しました。

このフォーラムには、少
すこ

し厳
きび

しい評
ひょう

価
か

をしなければならないと思っています。子どもの参
さん

加
か

といいますが、明
あき

らかに子どもが政
せい

治
じ

的
てき

に利
り

用
よう

されたと思
おも

える場
ば

面
めん

がありましたし、私にはそれがショック

でした。たとえば、『アナン国
こく

連
れん

事
じ

務
む

総
そう

長
ちょう

夫
ふ

人
じん

との交
こう

流
りゅう

会
かい

』があったのですが、いかにもアナン夫人と子ども

たちが同じフレームに入った写
しゃ

真
しん

をとるためのものであることが見
み

え見
み

えでした。しかるべき通
つう

訳
やく

も置
お

かず、

多くの子どもは何
なに

が起
お

こっているかわからず、声
こえ

をあげることもできぬまま、プログラムは強
ごう

引
いん

に進
すす

められま

した。

また、多くの日本の子どもたちが議
ぎ

論
ろん

したかったのは『水の文
ぶん

化
か

性
せい

』です。川
わか

遊
あそ

びや河
か

川
せん

調
ちょう

査
さ

を継
けい

続
ぞく

的
てき

に

してきた人にしてみれば、もっともです。実
じつ

は多くの国
くに

では、川は不
ふ

衛
えい

生
せい

で汚
お

染
せん

されていることが多く、『川

で遊ぶ』ことはあまりすすめられていないそうです。文
ぶん

化
か

や考
かんが

えを交
こう

換
かん

することが目
もく

的
てき

の今
こん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

でした

が、最
さい

終
しゅう

アピールは、ユニセフが主
しゅ

張
ちょう

するような方
ほう

向
こう

、つまり文
ぶん

化
か

の水
みず

と生
せい

存
ぞん

のための水をくらべると、生

存のための水の問題が優
ゆう

先
せん

される、というりくつで進
すす

められました。本
ほん

来
らい

、それらは同じ土
ど

俵
ひょう

で語
かた

ることは

できないと考
かんが

えていたので、残
ざん

念
ねん

でした。

それから、期
き

間
かん

中
ちゅう

にイラク戦
せん

争
そう

が始
はじ

まり、とても残
ざん

念
ねん

でした。イラクの人びとの命
いのち

が失
うしな

われる…それは戦
せん

争
そう

を経
けい

験
けん

した国
くに

からきている子どもたちにとって、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の痛
いた

みでした。私たちは黙
もく

祷
とう

をささげました。

まさに、子どもフォーラムで『水
みず

は命
いのち

』というスローガンで話
はな

し合
あ

いがおこなわれていたそのときでした。10

年前まで戦
せん

争
そう

状
じょう

態
たい

にあったシエラレオネからの参
さん

加
か

者
しゃ

は「戦
せん

争
そう

で使
つか

われる爆
ばく

薬
やく

に含まれる毒
どく

が水にとけ出し、

水は命をうばうものとなります」と主
しゅ

張
ちょう

していました。また、水フォーラムの報
ほう

道
どう

は新
しん

聞
ぶん

の一
いち

面
めん

から国
こく

際
さい

面
めん

に追いやられ、数十年のうちに危
き

機
き

的
てき

な状
じょう

況
きょう

におちいる水の環
かん

境
きょう

について、政
せい

府
ふ

だけではなく多くの市
し

民
みん

が

参
さん

加
か

して話
はな

し合ったイベントへの注
ちゅう

目
もく

度
ど

が下がってしまいました。

否
ひ

定
はん

的
てき

な評
ひょう

価
か

をしてしまいましたが、未
み

来
らい

の政
せい

策
さく

を左
さ

右
ゆう

する重
じゅう

要
よう

な会
かい

議
ぎ

に子どもが参
さん

加
か

できたことは積
せっ

極
きょく

的
てき

に評
ひょう

価
か

されると思います。個
こ

人
じん

的
てき

には世
せ

界
かい

のみんなと率
そっ

直
ちょく

に話ができたし、多くの友
とも

達
だち

ができてよかった

と思っています。『子ども参
さん

加
か

』をホンキで考
かんが

える必
ひつ

要
よう

を感
かん

じさせた会
かい

議
ぎ

でした。（吉田倫哉）
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どの地
ち

域
いき

の人びとが、水
みず

や衛
えい

生
せい

施
し

設
せつ

の
不
ふ

足
そく

に困
こま

っているのでしょう？

井戸から水をくむアフガニスタンの子どもたち
©UNICEF/HQ01-0295/Shehzad Noorani

大きな井戸から水をくみあげるソマリアの女性や子どもたち。
井戸にはおおいもなく、安全な水とはいえません。
また、アフリカ諸国では、ひどい干ばつが起こっており、人び
とが日常で使う水の質が悪くなっているだけではなく、畑の作
物にも大きな被害が出て、食料危機がおこっています。
©UNICEF/HQ00-0483/Radhika Chalasani 

吉田くん

11億人の
地域割合

24億人の
地域割合

©ガールスカウト

（ ）
安
あん

全
ぜん

な飲み水

世
せ

界
かい

では11億
おく

人
にん

が安
あん

全
ぜん

な水
みず

を

手
て

に入
い

れられない

衛
えい

生
せい

施
し

設
せつ

（トイレなど）

世
せ

界
かい

では24億
おく

人
にん

が衛
えい

生
せい

施
し

設
せつ

のない

生
せい

活
かつ

をしている（ ）



日
に

本
ほん

橋
ばし

図
と

書
しょ

館
かん

で子どもの権
けん

利
り

について

展
てん

示
じ

会
かい

をひらきました！

4月5日、ぼくたち九
きゅう

州
しゅう

に住
す

んでいるネットワー

カーは福
ふく

岡
おか

で学
がく

習
しゅう

会
かい

をおこないました。

今
こん

回
かい

は、東
とう

京
きょう

から日
に

本
ほん

ユニセフ協
きょう

会
かい

広
こう

報
ほう

室
しつ

の森
もり

田
た

さんが来
き

てくれました。自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

から始
はじ

めて、続
つづ

いて

森田さんから「権
けん

利
り

(人
じん

権
けん

)」に関
かん

して基
き

本
ほん

的
てき

なことを学
まな

びました。また、ゲームを通
とお

して「権
けん

利
り

感
かん

覚
かく

」を実
じっ

感
かん

しました。

次に、子どもの人
じん

身
しん

売
ばい

買
ばい

やCSEC(子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

)について

お話
はなし

を聞
き

き、みんなでその原
げん

因
いん

や解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

を話
はな

し合
あ

いました。その結
けっ

果
か

、

原
げん

因
いん

は「すべてのものが商
しょう

品
ひん

として取
とり

引
ひき

されてしまう社
しゃ

会
かい

」ということ

にたどり着
つ

きました。また、解
かい

決
けつ

策
さく

は「教
きょう

育
いく

と心
こころ

への働
はたら

きかけ、そし

て貧
ひん

困
こん

をなくすための経
けい

済
ざい

支
し

援
えん

も必
ひつ

要
よう

」だということに結
けつ

論
ろん

に達
たっ

しま

した。その後
ご

、今
こん

後
ご

の活
かつ

動
どう

などを話
はな

し合
あ

いました。

今回は、これまでにできなかったこと

や積
せっ

極
きょく

的
てき

な話
はな

し合
あ

いができました。また、

これまで知
し

らなかったことや学
がっ

校
こう

では勉
べん

強
きょう

できないことも、たくさん知
し

ることができ

てよかったです。

（報告：秦
しん

聖
せい

一
いち

郎
ろう

17歳）

ユニセフ・エジプト事
じ

務
む

所
しょ

の日
に

本
ほん

人
じん

スタッフと

メールでインタビュー＆意
い

見
けん

交
こう

換
かん

ピラミッドで有
ゆう

名
めい

な国
くに

、エジプト。ユニセフはここでも活
かつ

動
どう

しています。

エジプトはアラブ諸
しょ

国
こく

の中でも重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

をになっていて、今回のイラク

戦
せん

争
そう

でもその動
どう

向
こう

が注
ちゅう

目
もく

されてきました。

エジプトはイスラムの国です。イラク戦争やテロ事
じ

件
けん

な

ど、イスラムのことをこうしたニュースの中で聞
き

くことが

多
おお

いかもしれませんね。ところで、イスラムの人びとはど

んな生
せい

活
かつ

をしていて、どんなことを考
かんが

えているのでしょ

う。そもそも、イスラムって何
なに

？　

今回、ユニセフ・エジプト事
じ

務
む

所
しょ

の大
おお

澤
さわ

祐
ゆう

子
こ

さんが、

メールでみなさんの質
しつ

問
もん

に答
こた

えたり、みなさんとの意
い

見
けん

交
こう

換
かん

に参
さん

加
か

したりしてくれることになりました。7月
がつ

後
こう

半
はん

の1週
しゅう

間
かん

に、ユニセフ子どもネットのメーリングリス

トを使
つか

って、大澤さんとのインタビュー＆意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をお

こないます。イスラムやエジプトに興
きょう

味
み

を持
も

っているみ

なさん、エジプトでユニセフがどのような活
かつ

動
どう

をしてい

るのか知
し

りたいみなさん、この機
き

会
かい

に、疑
ぎ

問
もん

に思
おも

ってい

たことを何
なん

でも聞
き

いてみたり、自
じ

分
ぶん

たちの意
い

見
けん

や考
かんが

えを

聞
き

いてもらったりしましょう。

また、この企
き

画
かく

の中
ちゅう

心
しん

になる企
き

画
かく

委
い

員
いん

になってくれるネットワーカーを募
ぼ

集
しゅう

します。役
やく

割
わり

は、

最
さい

初
しょ

の質
しつ

問
もん

を考
かんが

えて、中
ちゅう

心
しん

となって大
おお

澤
さわ

さんとのやりとりを進めたり、インタビューや意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の内
ない

容
よう

を後
あと

でユニセフ「子どもネットニュース」の記
き

事
じ

にまとめたりです。

北
ほっ

海
かい

道
どう

のユニセフ子どもネットワー

カーの有
ゆう

志
し

が、8月9日に札
さっ

幌
ぽろ

で、高
こう

校
こう

生
せい

を対
たい

象
しょう

にさまざまなことについて意
い

見
けん

を言
い

い合
あ

うフォーラムを

計
けい

画
かく

しています。

「自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

に、社
しゃ

会
かい

に何
なに

を求
もと

めてるんだろう？　そのため

にどのように生き、行
こう

動
どう

し、何
なに

ができるのかな？　ほかの国
くに

の

子どもたちはどのような人
じん

生
せい

を歩
あゆ

んでいるんだろう？」

さまざまな参
さん

加
か

者
しゃ

が集
あつ

まって意
い

見
けん

を交
こう

換
かん

する中
なか

で、これからの活
かつ

動
どう

や何
なに

かが見
み

えてくるかもしれません。お友
とも

達
だち

にも声
こえ

をかけて、ぜひ参
さん

加
か

してください。

日　時 ：2003年8月9日（土）午前11:00～午後2:45

会　場 ：札
さっ

幌
ぽろ

市
し

民
みん

会
かい

館
かん

2階
かい

会
かい

議
ぎ

室
しつ

対　象 ：高
こう

校
こう

生
せい

（子どもネットワーカー以外でもOKです）

当
とう

日
じつ

は昼
ちゅう

食
しょく

を持
じ

参
さん

してください。

※参
さん

加
か

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は、ユニセフ子どもネット事
じ

務
む

局
しょ

に、電
でん

話
わ

・ファックス・メールなどで

申
もう

し込
こ

んでください。

インタビュー期
き

間
かん

■7月後半の1週間

（くわしい日
にっ

程
てい

はのちほどご連
れん

絡
らく

します）

参
さん

加
か

できる人

■自
じ

宅
たく

または学
がっ

校
こう

などで電
でん

子
し

メールを

使える人でユニセフ子どもネットの

メーリングリストに参
さん

加
か

している人
（これからメーリングリストに参加したいと

いう人は、ユニセフ子どもネット事務局ま

でご連絡ください）

企
き

画
かく

委
い

員
いん

のもうしこみ

■以下を書いて、メールで

jcuinfo@unicef.or.jpまで送ってく

ださい。

1）お名
な

前
まえ

ネットワーカー番
ばん

号
ごう

2）大
おお

澤
さわ

さんに聞
き

いてみたい
こと

（企画についての案が
あればいっしょに書い
てください）

し�
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報告とお知らせ�

ユニセフ子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

(日本ユニセフ協会 広報室内)

住　所：〒108-8607
東京都港区高輪4-6-12

で ん わ：03-5789-2016
ファックス：03-5789-2036
電
でん

子
し

メール： jcuinfo@unicef.or.jp

ユニセフ子どもネットワーカーの小
お

張
ばり

真
ま

理
り

子
こ

さんは、「子どもの権
けん

利
り

」を知
し

らせたい中
ちゅう

学
がく

生
せい

や高
こう

校
こう

生
せい

と一
いっ

緒
しょ

に『知ろうよ！子どものけ

んり展
てん

～今
いま

を生きる子どもたち～』を、3月29日から4月12日ま

で、東
とう

京
きょう

の日
に

本
ほん

橋
ばし

図
と

書
しょ

館
かん

でひらきました。児
じ

童
どう

労
ろう

働
どう

について調
しら

べ

た資
し

料
りょう

や、日本ユニセフ協
きょう

会
かい

などで集
あつ

めた資
し

料
りょう

などを、みんなで

協
きょう

力
りょく

してたくさん展
てん

示
じ

しました。ちょうど企
き

画
かく

を考
かんが

えていたとき

にイラク戦
せん

争
そう

がはじまったので、「戦争がお

きたら子どもたちがどうなってしまうか」と

いうことをみんなに知らせたくて、劣
れっ

化
か

ウラ

ン弾
だん

や子どもの兵
へい

士
し

について調
しら

べたことや、

イラクの子どもたちの絵
え

なども展
てん

示
じ

しました。

●出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

というものがあることを始
はじ

めて知
し

りました。出

生登録をしないと存
そん

在
ざい

が認
みと

められないこともわかり、大
だい

事
じ

なことなんだなぁと思いました。世
せ

界
かい

の人びと全
ぜん

員
いん

が、

いろいろな権
けん

利
り

を持
も

ち、世
せ

界
かい

から認
みと

められてほしいです。

（原
はら

口
ぐち

紗
さ

耶
や

加
か

12歳）

●「子ども参
さん

加
か

」のほんのちょっとしたことでもちゃんと

「参加」なんだなと思
おも

った。学
がっ

校
こう

で先
せん

生
せい

が独
どく

断
だん

で決めて

しまい、話
はな

し合
あ

いの意
い

味
み

がなくなったときに、そんなと

きは「子ども参加」の権
けん

利
り

というか、そういうのが無
む

視
し

されてるかも…と思った。 （山
やま

田
だ

莉
り

可
か

12歳）

●一
いち

番
ばん

心
こころ

に残
のこ

ったのは出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

についてです。私
わたし

達
たち

に

は当
あ

たり前
まえ

のことが、できない人がたくさんいるって

ことを改
あらた

めて感
かん

じました。登
とう

録
ろく

をしていないだけで、

自分の存
そん

在
ざい

がなくなると思
おも

うと

すごく悲
かな

しいです。

（杉
すぎ

浦
うら

綾
あや

子
こ

13歳）

●「子ども参
さん

加
か

」に関するア

ンケートを読
よ

んで、少
すこ

し元
げん

気
き

がわいた。みんないろい

ろなことを考
かんが

えているんだ

なと思った。それに、いろいろなと

ころで自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を持ち、伝
つた

えようとしていることがわ

かり、私もがんばろうと思
おも

った。これ

からも、こんな風
ふう

なアンケートをして

ほしいと思う。

（上
うえ

野
の

結
ゆい

16歳）

ほう　　 こく�
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も

く

じ

戦
せん

争
そう

の緊
きん

張
ちょう

がたかまる中、キャロル・ベラミー・ユ

ニセフ事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

は「ユニセフは、現
げん

在
ざい

の状
じょう

況
きょう

が戦
せん

争
そう

にならずに終
お

わることを希
き

望
ぼう

しています」と声
せい

明
めい

を発
はっ

表
ぴょう

しました。
ユニセフは1980年

ねん

代
だい

初
はじ

めからイラクで活
かつ

動
どう

し、

1991年
ねん

の湾
わん

岸
がん

戦
せん

争
そう

の時
とき

やその後の復
ふっ

興
こう

を含
ふく

め、現
げん

在
ざい

も活動を続
つづ

けています。しかし、平
へい

和
わ

を願
ねが

うからと

いって、万
まん

が一のことを考
かんが

えずに何
なに

も準
じゅん

備
び

しないという

ことはできません。ユニセフは、ほかの国
こく

際
さい

機
き

関
かん

ととも
に、戦

せん

争
そう

が起
お

きても、すぐに子どもたちに対する人
じん

道
どう

支
し

援
えん

をおこなえるように備
そな

えました。
戦
せん

争
そう

が起きれば、さまざまな施
し設

せつ

や道
どう

路
ろ

が破
は

壊
かい

され、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅのためのワクチンを運

はこ

ぶこともむずかしくなります。予防接種を受
う

けられない子どもが増
ふ

えれば、せっかく根
こん

絶
ぜつ

が間
ま

近
ぢか

になったポリオや、避
ひ

難
なん

民
みん

キャンプなどで子どもの命
いのち

を奪
うば

うはしかが流
りゅう

行
こう

してし

まうかもしれません。そこで、ユニセフは2月から緊
きん

急
きゅう

のポリオとはしか

の予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

キャンペーンをはじめました。400万人

以上の子どもにポリオの予防接種をおこなうために

14000人の保
ほ

健
けん

員
いん

が動
どう

員
いん

されました。 保健員は一
いっ

戸
こ

一
いっ

戸
こ

を訪
ほう

問
もん

して、すべての子どもが予防接種を受け

られるように活
かつ

動
どう

しました。すべては時
じ

間
かん

とのたたか

いだったのです。
「イラクの子どもたちが非

ひ

常
じょう

に弱
よわ

い立
たち

場
ば

にあることは

まぎれもない事
じ

実
じつ

です。事
じ

態
たい

がどのようなことになろ

うとも、イラクの子どもたちの健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

が優
ゆう

先
せん

的
てき

に

考
かんが

えられるべきです」とベラミー事務局長は話
はな

します。

ユニセフは、イラク地
ち

域
いき

に何千トンもの支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

を

すでに運
はこ

び入れています。これには医
い

薬
やく

品
ひん

や子どもの

ための栄
えい

養
よう

補
ほ

助
じょ

食
しょく

、水
みず

を供
きょう

給
きゅう

する装
そう

置
ち

などが含
ふく

まれ

ています。

※イラクの最新情報はホームページで。

http://www.unicef.or.jp

2003年はアンゴラにとって、とても大
たい

切
せつ

な年にな

るでしょう。というのも、27年
ねん

間
かん

つづいた内
ない

戦
せん

を乗
の

りこえて、史
し

上
じょう

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の「バック・トゥ・スクール

（学
がっ

校
こう

へ戻
もど

ろう）」キャンペーンがはじまったからです。

内
ない

戦
せん

によって、アンゴラ国
こく

内
ない

の学
がっ

校
こう

もその他
ほか

の施
し

設
せつ

もみな壊
こわ

されてしまいました。学
がっ

校
こう

が足
た

りないこと、

学
がく

用
よう

品
ひん

が買
か

えないこと、子どもが働
はたら

かなければならな

いこと、出
しゅっ

生
しょう

登
とう

録
ろく

書
しょ

がないことなどの理
り

由
ゆう

のために、

アンゴラの子どもの44％は学
がっ

校
こう

に通
かよ

えませんでした。

ユニセフは、キャンペーンに備
そな

えて、アンゴラ政
せい

府
ふ

と協
きょう

力
りょく

して、4000人の先
せん

生
せい

をあらたにトレーニン

グし、1300の教
きょう

室
しつ

を整
せい

備
び

し、多くの教
きょう

材
ざい

を子どもや先
せん

生
せい

に届
とど

けました。そして、2月10日には、25万
まん

人
にん

の子どもたちが学
がっ

校
こう

へ戻
もど

ることができたのです。
アンゴラ国

こく

内
ない

では、まだ300万
まん

人
にん

の人びとが避
ひ

難
なん

生
せい

活
かつ

をおくっています。子どもたちが学
がっ

校
こう

に通
かよ

えるよ

うになることは、平
へい

和
わ

と復
ふっ

興
こう

への第
だい

一
いっ

歩
ぽ

になります。

今
こん

後
ご

、特
とく

に教
きょう

育
いく

を受
う

けられないことが多
おお

い女
おんな

の子
こ

も

学
がっ

校
こう

に通
かよ

えるようにすることなどを目
め

指
ざ

して、キャン

ペーンはさらに続
つづ

けられる予
よ

定
てい

です。

朝
ちょう

鮮
せん

民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

人
じん

民
みん

共
きょう

和
わ

国
こく

（北
きた

朝
ちょう鮮

せん

）で、全
ぜん

国
こく

的
てき

な子どもの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

に
ついての調

ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

が発
はっ

表
ぴょう

されました。
この調査はユニセフとWFP（世

せ

界
かい

食
しょく糧

りょう

計
けい

画
かく

）が政
せい

府
ふ

と協
きょう

力
りょく

して昨
さく

年
ねん

10
月におこないました。調

ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

によると、最
さい

悪
あく

の食
しょく

糧
りょう

危
き機

き

があった後、これまでの4年
ねん

間
かん

に、
北
きた

朝
ちょう

鮮
せん

の子どもの栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

の状
じょう

態
たい

は
かなり回

かい

復
ふく

してきているということが
わかりました。標

ひょう

準
じゅん

より体
たい

重
じゅう

が少
すく

ない
子どもの割

わり

合
あい

は1998年の61％から
2002年には21％まで減

へ

っています。
また、非

ひ

常
じょう

に激
はげ

しい栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

の状
じょう

態
たいの子どもも16％から9％に減

へ

ってい
ます。

しかし、減
へ

っているといっても、数
かずにすればいまだ多くの子どもたちが栄

養不良である
ことに変わり
はありません。
ほかにも、特

とく

に母
はは

親
おや

の栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

と貧
ひん

血
けつ

がひどいことがわかったと伝
つた

えられています。お母さんに栄
えい

養
よう

が足
た

りないと、子どもに直
ちょく

接
せつ

影
えい

響
きょう

するので、深
しん

刻
こく

な問
もん

題
だい

です。
さらに、報

ほう

告
こく

書
しょ

は、この回
かい

復
ふく

は国
こく

連
れん

などの人
じん

道
どう

支
し

援
えん

に頼
たよ

っ
たものであるため、もし、こうした支

し援
えん

が少
すく

なくなったり止
と

まったりしたら、
子どもたちの状況

じょうきょう

はすぐにまた悪
わる

くなっ
てしまうだろう、危

き

機
き

はまだ終わって
いないのだ、と警

けい

告
こく

しています。
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民
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人
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和
わ

国
こく

子どもの栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

についての
調
ちょう

査
さ

結
けっ

果
か

発
はっ

表
ぴょう

アンゴラ

史
し

上
じょう

最
さい

大
だい

の「学
がっ

校
こう

へ戻
もど

ろう」キャンペーン

はじまる
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「平
へい

和
わ

こそユニセフの願
ねが

い」
～ユニセフ事じ務む局

きょく

長
ちょう

が声
せい

明
めい

～
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背
せ

中
なか

には赤
あか

ちゃんをおぶって、両
りょう

手
て

にたくさんの教
きょう

科
か

書
しょ

をかか

えて、18歳
さい

のドロレス・ジャンバは、学
がっ

校
こう

へ向
む

かいます。今日
きょう

からド

ロレスは先
せん

生
せい

です。彼
かの

女
じょ

を50人の生
せい

徒
と

が待
ま

っています。ドロレスは、

新
あたら

しい「バック・トゥ・スクール」キャンペーンにあわせて、トレー

ニングを受
う

けた4000人の先生のひとりです。
ドロレスが住

す

んでいるのは州
しゅう

都
と

キトから北へ30キロはなれたクン

ヒンガという町
まち

です。戦
せん

争
そう

のため、クンヒンガ全体でも、残
のこ

っている学
がっ

校
こう

は21校
こう

だけでし

た。でもユニセフの支
し

援
えん

で1年のうちに41校
こう

のあたらしい学
がっ

校
こう

ができました。

町には市
いち

場
ば

もあり、学
がく

用
よう

品
ひん

も売
う

っていますが、多くの家
か

族
ぞく

は学
がく

用
よう

品
ひん

より食
た

べ物
もの

を買
か

うだ

けでせいいっぱいです。でも、今日は、子どもたちみんなに、学
がく

用
よう

品
ひん

の入ったバッグが届
とど

け

られました。中
なか

には、ノート、えんぴつ、消
け

しゴムが入っています。

8歳
さい

のルシアナも学
がっ

校
こう

に行くのは今日がはじめて。バッグをにぎりしめてみんなと先
せん

生
せい

を

待
ま

っています。ドロレスの声
こえ

がひびきました。「さぁ、みんな、教
きょう

室
しつ

に入
はい

ってね」今日からアンゴラの町
まち

のあちこちで、子ど
もたちが学

がっ

校
こう

に通
かよ

う姿
すがた

が見
み

られるようになる
でしょう。当

あ

たり前
まえ

の生
せい

活
かつ

がもどってくるこ
と、それが「平

へい

和
わ

」なのかもしれません。
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